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一
　
犯罪社会学とはなにか。
社会学のうえに、いろいろな文字を冠したものが数多あり、 “犯罪社会学”もそのうちの一つである。犯罪社会学とは何を指すものなのか。そ
の定義をあきらかにするまえに、 “犯罪”とか“犯罪学”とは何を意味するものなのか、一応のその定義をあたえておくのが穏当であろう。われわれはこんにちこの二語をときどき耳にすることがあるが、その含蓄を深く考えようとしないのは、だれにとってもこれらの語 理解しやすく、自明であるからで ろう。
漢語や和語（日本語）にも、 “犯罪”と う語がみられる。ふつうこの語は
罪つみ
（法律やおきてに反する行為）を犯したり、法にふれることを
意味する。もうすこし法のたちばからいえば、刑罰法規に反する違法行為を指す。また“犯罪学”とは何のことか。これは犯罪の発生する原因とか、犯罪についての現象を研究する学問の意である。
一方、西洋語に目をむけると、 “犯罪”や“犯罪学”に該当する語には、 （英）
crim
e, crim
inology, （独）
K
rim
inalität, K
rim
inalistik, （仏）
crim
e, 
宮永
　
孝
犯罪社会学
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crim
inologie などがある。英語の
 crim
e の語源は、ギリシャ語の
 k クリネインrinein （決定する
―
決定されたもの
→
犯罪）だという。また
 crim
inology の
語源は、ラテン語の
 c クリミニスrim
inis, c クリメンrim
en であるという。この
 crim
e という語は、ちょうど
 society （社会）という語が、
sociology （社会学）にとっ
て中核をなすように、
crim
inology の中心をなす大切な語なのである。
英語圏においては、犯罪の法律上の定義が二つある。そのうちの一つは、法律がそれは犯罪であると明言しているものであり、もう一つの定義
は、法によって罰せられる行為または罰せられることをまぬがれたことの意である
（
1）
。
犯罪もまた一種の社会的行動
（
2）
の現れであり、個人的原因と社会的原因
（
3）
によって生れたものである。それはまた反社会的行為であると同時に社会
の恒常的文化現象
（
4）
でもある。
犯罪にはいろいろな種類があるが、罪種別に分類すると
―
殺人、暴行、傷害、強姦、窃盗、強盗、詐欺、横領、偽造、猥
わいせつ
褻、賭博、堕胎、収
賄、公務執行妨害、交通・医療事故、交通法規違反、公職選挙法違反、外国人登録法違反、風俗営業取締法違反、法人税法違反
―
など、枚挙に
いとまがないほどである。
犯罪の態
たいよう
様（ありさま）にもいろいろあって、個人的におこなう場合、あるいは集団的に、いうなれば組織ぐるみでおこなうばあいがある。後
者の組織的犯罪を犯すのは、いま やりの振り込み詐欺集団、盗売集団、詐欺集団、密輸集団、暴力団、ストーカー（いやがらせ）集団などである。中でも座視できないのは、一般企業 私立学校の経営者が、じぶんや第三者の利益のために、地位を悪用して、組織機関に、甚大な損害をあたえ こと ある（背任） 。
都内のある私大のばあい、かって総長はエンロン事件でじぶんが所属する組織に大きな損害をあたえたにもかかわらず、不問にされたというし、
また某私大のばあいは、多年出入りの業者から上前を ねているという。後者のばあいは、組織ぐるみ犯罪
―
慣習的犯罪である。これをアメリ
カの著名な犯罪学者エドウィン・Ｈ・サザランド（一八八三〜一九五〇）は、 “ホワイトカラー犯罪
（
5）
” （横領、脱税、贈収賄などの罪）と呼んだ。
サザランドは、 “ホワイトカラー ”という語の生みの親でもある。アメリカの企業を例 とると、こういった組織ぐるみの違法な犯罪を、
企業は創業直後から すのが一般的 り、当然うらで 政治家や当局の役人と秘密裡の交渉がもたれ、わいろの授受がおこなわ る。こ 種の組織的な犯罪に手を染めるも は、企業 経営幹部や被雇用者であったり 企業の代理人であったりする。が 末端 人間（犠牲者）をのぞくと、大物はめったに当局の取り調べをうけ ないし、逮捕されたり、起訴される可能性もひくい。なぜかれら 法を犯してまで犯罪に走る か。
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一説によると、私利私欲
（
6）
にかられるからであり、また世俗的な快楽に毒されているからである。
こんにち悪逆無道にたいする世間の批判はつよく、組織内からときに内部告発がおこなわれる。いま監督官庁では、外部からの通報をうけつけ
る体制がととのっている。こういった内部告発の気運が盛りあがってきたのは、一つには欧米における不正と戦う市民運動の影響によるものとおもわれる
（
7）
。そのときあわてふためくのは悪道に手をそめてきた者である。
“犯罪社会学” （
crim
inal sociology ）とはなにか。このことばの意味するものは、
―
犯罪と社会との関係、犯罪の原因、社会組織と不法行為と
の関係などを研究し、その欠陥を取りのぞくことを目的とするものである
（
8）
。また換言すれば、犯罪の社会的原因を研究するものであり、 “刑事社
会学”と呼ばれたこともあるようだ
（
9）
。その概念はヨーロッパに起源をもっている。そ 開花は、刑法の人道主義化の運動
（
10）
がおこる十八世紀とされ
ているが、わが国では諸外国のような発展をまだ遂げて ない。“犯罪社会学” （
l ラa
・s ソチオロジアociologia
・c クリミナー レrim
inale ）の名称は、一八八〇年代イタリアのエンリコ・フェルリ（一八五六〜一九二九）とナポレオーネ・コ
ラヤーニ（一八四七〜一九二一）によって《
la sociologia crim
inale 》といった同名の著書と、ほぼ同じ時期に現われている。が、その系譜は、一
八三〇年代に犯罪現象の統計的研究 おこなったアドルフ・ジャック・ケトレ（一七九六〜一八七四）までさか ぼれうるという
（
11）
。
犯罪社会学は、いまや犯罪学ばかりか社会学の一部門であるが、それが社会学の特殊研究分野となるまで、長い歴史的経緯がある。犯罪社会学
は、近代的犯罪学の歴史をぬきにしては語 ないので 。犯罪学が一つの独立した学問 して発足したのは、十八世紀のことである。チェザーレ・ベッカリア（一七三八〜一七九四）は、犯罪学の古典学派 第一人者であった。
ベッカリアは、一七三八年イタリアのミラノで生まれ、大学では数学・経済学・政治学などをまなんだ。学生のとき格別目立つ存在ではなかっ
たが、二十六歳のとき『犯罪および刑罰について
（
12）
』を刊行した。かれは同書において財産の没収、死刑、拷問などを非難し、教育による犯罪の予
防を主張した。ベッカリアの思想は、ロシアのエカテリナ二世やフランスの革命法典に影響をあたえたという。
ベッカリアは、犯罪は社会にとって有害なものであり、罪科はその軽重により決めるべきものと考えた。もし刑罰が人間の幸福や安寧に資する
としたら、個人の犯罪は処罰に値するものであり、悪事をおこなう者は当然罰せられねば らない。かれはジェレミー・ベンサム（一 八〜一八三二、イギリスの哲学者、法学者）が功利主義を提唱したよう 最大多数の最大幸福を社会の理想的目標とした。
ベッカリアは考えた。
―
刑罰をあたえる目的は、人が犯罪に走るのを阻止するためである。犯罪を抑止するために必要なのは、きびしい刑罰
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というより、犯罪に妥当する間違いのない、迅速な刑罰を用いることである、と。
ジェレミー・ベンサムの刑罰論は、基本的にはベッカリアのものと一致している
（
13）
といわれる。かれによると、刑罰の目的は、犯罪を抑止するた
めであり、死刑にたいしては積極的ではなかった。死刑の判決は一般大衆を震撼とさせる犯罪だけに下すべきものと考えた。
ランベール・アドルフ・ジャック・ケトレ（一七九六〜一八七四、ベルギーの統計学者、天文学者、社会学者）は、犯罪学の研究を片手間にや
ったにすぎなかったが、犯罪学の研究に“量的な手法”を導入した。かれは女性よりも男性の方が、また老人よりも若者 方が犯罪をおこしやすいことに気づいた。
チェザーレ・ロンブローゾ（一八三六〜一九〇九、イタリアの精神病学者・犯罪人類学 創始者）は、 “近代の犯罪学の父
（
14）
”と呼ばれた。かれ
は軍医や刑務医としての経験から 犯罪者に一定の身体的特徴があることを明らかにした。かれはみずから何千もの検死や犯罪者と非犯罪者の人体測定
（
15）
をおこなった結果、独自の学説を発表した。
ロンブローゾは犯罪者の出現は“先祖がえり” （隔世遺伝）によるとし “生来的犯罪者”説をとった。ラファエレ・ガロファロ（一八五二〜一九三四、イタリアの法学者）は、貴族の家に生まれ、法律をおさめ が、刑法に興味をもった。のちに
判事や大学教授を歴任した。ロンブローゾの影響をうけ の社会心理学的研究にしたがい、 “刑事学”の創始者となった。
エンリコ・ ェリ（一八五六〜一九二九、イタリアの刑法学者、政治家）は、法廷弁護士、大学教授 国会議員、新聞編集人と多岐にわた て
活躍した。二十五歳のとき、 『犯罪社会学』を刊行し、犯罪社会学者として世間 名を知られた
（
16）
。フェリは、犯罪はさまざまの複合的原因から成
っていると主張した
（
17）
。ロンブローゾ、ガロファロ、フェリら三人は、イタリア学派（実証学派）の代表とされている
（
18）
。
犯罪学の研究はその後、ヨー ッパ中に広まり、やがてその舞台はアメリカに移ったが
（
19）
、わが国における犯罪学は諸外国のように顕著な発展を
しなかった。明治の末から大正にかけて、刑法・監獄学・犯罪心理学・ ・犯罪学概論などの書物が現れるようになり、戦後になりようやく発展の軌道にのるが、体系的な書物
（
20）
はまだ少ないようだ。とくに社会学的犯罪研究の専門書は、戦前にはじつに乏しかった
（
21）
。
　
＊
二
　
日本の戦後における犯罪状況の概観。
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戦後六十年以上になるが、わが国の犯罪発生率は漸次上昇傾向にあり、平成十二年（二〇〇〇）には、三〇〇万件をこえるに至った。一方、検
挙率はといえば思わしくなく、低下の一途をたどっている
（
22）
。
昭和二〇年代〜同三〇年代は、戦後の混乱期を経て高度成長期にむかう前夜である。とくに二〇年代前半は、各種の犯罪（殺人、強盗、強姦な
ど）が多発した。経済は壊滅状態であり、食料その他の物資が不足し、超インフレ時代であった。街には外地からの復員兵、失業者、浮浪者があふれ、国民は窮乏生活を強いられた。が、昭和二十五年（一九五〇）朝鮮戦争が勃発したことにより特需がおこり、経済の好転を機に刑法犯の認知件数もしだいに減少した
（
23）
。
昭和三〇年代初頭から同四〇年代にかけて、景気は回復し、経済は良好に推移し、国民生活も安定期に入った。しぜん犯罪も低落傾向をしめし
たが、自然的刑法犯（殺人、強盗、強姦）は横ばいであった。しかし、知能的財産犯（詐欺、横領、背任など）は少くなかった。昭和四〇年代から同五〇年代にかけて、わが国の経済 高度成長から低成長へと推移し、凶悪犯の認知件数は減少傾向をしめしたものの、公務員の汚職、青少の反社会的行動や非行、強盗 わいせつ犯罪などの増加がめだった。
昭和六〇年代から平成の現在まで、強盗・傷害・暴行・脅迫・強喝・強姦・強制わいせつ・住居侵入・器物損壊・財産犯・ストーカー行為・い
やがらせなどが増加しつつある。ちなみに、平成十三年（二〇〇一）の刑法犯総数は、約三五八万件。その内訳は
―
、
殺人………………一三四〇強盗…… 六三九強盗致死 九六強盗致傷…… 二七五五強盗 姦…… 一七一強姦………… 二二二八
注・ 『平成一四年版
　
犯罪白書』 （財務省印刷局、二〇〇二年）より。
これらの犯罪件数にたいする検挙率はどうかといえば、それは戦後はじめて
20％を下回っているという。その理由と考えられるのは、警察署の
（6）175
人手不足、事なかれ主義、サラリーマン化、慎重主義、めんどう忌避主義などにあるように思われる。近年、警察の一連の不祥事のせいで、国民の警察への信頼がゆらいで来ている。警察官は 国民を犯罪から守り、安全な社会を維持する番人であ が、中には民衆に奉仕するといった“公僕精神”に欠けている者も るようだ。
たしかに警官のしごとは激務である。一人で二人前のしごとをこなさなくてはならない。いそがしい務めの割には、じゅうぶんの報酬を得てい
ない。近年、国民のなかにささいなことで警察に届けでたり、告訴・告発する者が増えており、警察署の“犯罪受理件数”がふえたことが、検挙率の低下を招いている原因
（
24）
になっていると考えるむきもある。が、じっさい警察は告発された事件のすべての解決に全力投球しているわけではな
い。
警察は事件の重大性
―
捜査順位の高い凶悪事件から手をつけるのがふつうであり、ストーカーやいやがらせ行為、自転車の盗難事件などは軽
視し、じっさい捜査に着手しない。国民側からみ と、これが警察にたいする不信の大きな一因となっている。
警察のしごととは何か。警察は、 “ポリス”の語源（ギリシャ語）がしめすごとく、まず“市
ポリティア
民”を守るのが第一のしごとである。換言すれば、
国民の生命、身体、財産を保護し、犯罰を捜査し、被疑者を逮捕したり、公安の維持につとめるのが警察の主要なしごとである。
＊
三
　
医療はどうあるべきか。医師の説明責任について
犯罪や紛争（もめごと）にはいろいろあり、それは絶えることはない。つぎに述べるものはいわば筆者の警
けいせい
醒放言である。
医療紛争・探偵 ストーカー行為）と犯罪に関するものが話の中心であるまず からのべてみよう。ときどき 過
かご
誤（あやまち）を原因として、医師や病院、国を相手として訴訟がおこり、大きな社会問題としてマスコミの話題をさらうこと
がある。こういった医療紛争は、ますます増加傾向にあるため、医師のほうも神経過敏になって来ており、じぶんの医業について自信がもてなくなってきているようだ。それは単に医師の技量や診断にかぎっ ことで く、いまは医師 間性やモラル 資質まで問われる時代である。
医師のしごととは疾病を診断し、その治療や予防につとめることで 職業上、高い倫理観や道義心がもとめられている。かれらはいったい
174（7）
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なんのために医師になったのか。医学を志したにはいろいろな理由や事情があったと想像されるが、中には“医は仁術”であることをすっかり忘れてしまって、金もうけの手段と考えている者もいるようだ。
卑近な例をあげると、西武□□線のＡ駅の線路わきにあったＯ病院（いまは廃業）では、患者を保健の点数ぐらいにしか考えず、自宅で倒れ、
腰を打ったある老女（当時八三歳）のばあいは、何の治療もうけず、必要もないレントゲン撮影だけをたびたび受け、二ヵ月ちかくベットに放置されていた。入浴のつど、別途三五〇円徴収された。二度目に倒れたとき西武□□線Ｂ駅の森の中にあるＣ病院に入院したが、この病院では、患者が夜中にベルを押して看護婦を呼んでも、だれも来なかった。この病院では法律できめられた必要な看護人 きちんとそろえている どうかも怪しい。
三度目に倒れたときには、家族は腰と肩に緊急の湿布をし、駅前 某医院に往診を依頼した。月二回宅診をうけ 看護士が肩にカルシウムの注
射をしてゆくのだが、保健の適用をうけて、月額六千円かかる。医者 政府から毎月五万六千円ほどの報酬をうけてい 。宅診のとき、医師本人、薬剤師（娘、看護婦代り） 、看護士（男）が来るのだが、台風 ようにやっ 来て、あっとい 間に帰って行った。五、六分しか家におらず、ろくに問診もせず また聴診器をほとんど体に当 ることなく、注射を打ち、カルテに急ぎ何やら書き込むと、そそくさと帰って行った。
一年ほどこのような宅診がつづいたが、この間に血液検査の結果についての簡単な説明を一回うけただけであった。老女は、のちに左足の甲が
はれだした。後にわかったことだが栄養失調とガンが原因だった。腹部にたまった水が、足の先に流れてきたものか。主治医は、足 はれだしたことを重視 なかった。聴診器を肺や腹部に当てておれば、異常な音
0
に気づいたはずである。齢がとしだし、入院させても長く生きられぬことを
医者は知っていただろうから、とぼけることにし 病状 異変 ふせ、そ まま宅診をつづけたものか、真相は明らかでな
やがて夏になり食欲や体力は落ちてきた。家族はまったく気づいていなかったが、老女の肺や腹に水がたまっていたようだ。とくに腹部の水は、
胃を圧迫していたから、固形のものを食べるのが困難 なり、スープの具は食べれず 汁だけ 飲んでいた。同年 盛夏、容体が急変し 西武□□線の沿線にある
―
ある緊急病院に入院することになった。そこを紹介したのは、主治医であった。
老女は二十数日間その病院に入院し、死をむかえた。病名ははっきりせず、一応ガン性腹膜炎ということにされた。いま病院や医師の倫理が問
われ、患者とその家族が主治医を評価する時代である。□□病院の主治医（雇 院長） ばあい、はたして医者と呼ぶに値する どうか疑問視された。同人の患者および家族にたいする言動
0
に大いに問題ありと考えられた。
（8）173
この病院の非道に関して、人権擁護団体から監督官庁に告発がおこなわれ、急きょ保健所の所長が部下とともに病院を査察におとずれた。家族
はこの一件を広く世論に訴えるつもりであったが、院長が詫びを入れてきたので訴訟にいたらなかった。
□□病院の院長は、医療法（第一条の四［医師等の責務］ 、第十九条［診断義務等］ 、第二十三条［療養方法等の指導義務］ 、第二十四条［診療
録］ ）に違反しているとおもわれたという。とくに問題となる点は、家族にたいして病院側より、患者のくわしい病状と
治療法
と
予測される結果
について、なんら説明がなかったことである。また未期患者であったためか、カルテには診療に関する事項 記載（看護婦・看護士がはかった体温、血圧、注射の有無についての記入をのぞく）もなかったこと る。　
問診もやらず、聴しん器もあてていないため、記載のしようがなかったと考えられる。家族は老女の死から二十日ほどしてからはじめてカルテ
を見せられたが、後日入手したカルテのコピーと比べ き、ま く別物のような気がしたという。カルテの改ざんは法律違反だが、どこの病院でもこの種の改
かい
刪さん
はよくおこなわれるという。医療紛争はこれからも絶えることはないであろうが、それだけに監督官庁のきびしい監視体制が
ますます緊要になってきている。
＊
四
　
ある私大の事件簿。
ひとはとかく外観にまどわされやすい。建物がりっぱであったり、容貌がよかったりすると、中味をあまり疑うことをしないからである。ある
私大のばあい、この学校は店にたとえると名のある老舗だが、一歩なかに入ると、陰謀と悪事が絶えたことのない殿堂でもあった。そこに棲む人間は善玉と悪玉である。さすがに歴史のあ 学校だけ 、他のインチキ学校とは比較の対象にならない。
週刊誌の報道によると、先ごろ老舗大学のひとつ
―
都内のＫ大学の総長選において、怪文書がまかれ、右翼の外宣車まで出たという。どこの
私大でもこの種の事件はめずらしくない。が、先の学校のばあい 多年悪
あく
疾しつ
（たちの悪い病気）が学内にひろまり、その病根を断つことなくこん
にちにいたっている。それ 、以前ほどひどくはないにしても、宿痾であること 変わりな 。
旧制度のころ
―
すなわち教養部が存続していたころ、
―
各分科を支配していたのは大ボスであり小ボスであった。その下に配下のものがい
て、とき かれらは親分といっしょに異質な人間を排除したり、いじめをやったりした。とく 外国語 人数が多く、一つの大きな勢力であった。
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そのためかれらが結束し異をたてたばあい、教授会の運営に支障を来たすことがよくあった。とにかく各人が派閥に属すことなく、ひとり超然としていると、仲間からのけものになるような所であった。
ろくに研究活動をせずとも、みんなで酒を飲み、いっしょにわいわいやっておれば安泰なところであった。やがて学内が再編成されることにな
り、教員の移籍問題がおこった。このとき再編成を推進したＳ学部選出のＭ理事は、反対派の学部教員の某から、怪文書攻撃（革新的思想傾向を問題にしたも ）をうけ、学内は大さわぎ なった。が、その犯人は後日判明した。教員のなかには、 養部を離れて他学部への移籍を希望するものがお じっさいそれがおこなわれた。二十数年前のことである。
横わり論者からすれば、移籍組はいわば脱藩者であった。かれらを引き留めるために、誹謗中傷がおこなわれ、中にはいやがらせを受けた者も
多い。教授会の席上、フランス語のある温厚な教師は、 「移籍する奴は裏切り者だ！バカ野郎！」と罵倒された。この暴言を吐いた人間は、批評論が専門のごう慢不そんな男で、このときいすをけ とばしたが、のちに同僚と大げんかしたあげく、かっこがつかなくなり、他の学校へ移っていった。
この者の一派は、学内政治が大好きな不学無術のものばかりであった。どこかの学校を出たことだけが自慢であり、学匠はひとりもいなか
あるおとなしい教師などは、ほんの数メートル離れたところで、 「あいつはまだ辞めない！」と、いやみをいわれた。
やがてそれぞれ 教員 教養部をはなれ、そ ぞれ希望する学部へ移っていった。移籍に関しては、内々の人物調査ていどのことがおこなわ
れただけで、研究業績の審査はなかった。どの学部でも好意的にむかえ入 てくれたようであ 。
移籍が終了したあとで起ったのは、奇々怪々の事件である。ある教員にたいして、夜中の無言電話
―
ワンギリが、ひんぱんにかかるようにな
り、とくに大学の入試問題作成時期や人事がおこったりすると、しきり 電話のベルが鳴っ 。 にその被害は 複数の教員におよんだ。女房や娘と思われる者から有声で自宅や研究室にまで変な電話 かかってきた。
＊
五
　
探偵と犯罪。
探偵とは、ひとの事情や行動をこっそり調べることを職業としている人の意である。探偵の歴史はふるく、ローマ帝国の末年、抑圧政治がおこ
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なわれたとき、密告者を採用して民衆の言動をさぐらせ、これを告
こく
訐けつ
する（悪事をあばき訴
える）ことが流行した
（
25）
。またフランス第二帝政のころも、探偵を濫用したが、多くは浅薄無
行の探偵であっ らしい。
こんにち“探偵”というものが、ちゃんと私的な職業として世界中に存在するし、警察の
刑事係の者（刑事）が犯人逮捕のために犯罪の捜査にしたがうのも探偵と呼ばれうるものである。すなわち犯罪の捜査とは、いわゆる探偵である
（
26）
。探偵行為は経験が第一である。犯罪
捜査は、机上の空理空論をさけ、あくまでも事実にもとづかねばならない。
明治維新直後、敵情視察が探偵（密偵）の本旨であるという
（
27）
。わが国の安寧秩序につくし
たのは旧幕時代の役人や町人であり、明治二年（一八六九）ごろ各藩の兵士（
邏ら
卒そつ
（
28）
―
巡
査の旧称）がこれにあたった。明治七年（一八七四） 月、内務省に警保寮が置かれ、東京警視庁が創設された。これがこんにちのわが国の刑事警察制度のはじまりである。本庁や警
察署内の刑事課は、微小な犯罪の捜査には手を出さず、大犯罪だけに着手するのが一般的であるが、犯人の捜査と検挙を第一のしごととする探偵官（刑事）にもとめられている資質は、
―
一
　
強固なる意思
二
　
高尚なる品性
三
　
世故や機知（犯罪者仲間の隠語に通じていること）
四
　
明決なる判断力 法律の知識）
五
　
探偵の原理およびじっさい
六
　
変装術
探偵とおもわれる者のスケッチ
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という
（
29）
。
　
捜査官はときに風体や服装を変えて、張り込み、尾行、聞き込み、下見調査などをせねばならない。駅の改札口の外や内側に、耳にイアホーン
をつけ、灰青色のネクタイをして立っている者がいるが、あれは警官もしくは刑事である。
探偵や犯罪社会では、由来独特の隠語を用いる傾向があったが いまはそうでもないらしい。いくつか例を示すと、
たたき
 
いたのま…………湯屋泥棒
とん〳〵
………強盗
 
はこし……… 列車内のすり
砂利
 
ばらす…… 殺すこと
　
売ること
のび
 
ほし……… 犯人
　　　　
………空巣
しのび
 
とひ…… 人（ひと）
でか………………探偵
　
刑事
　
巡査
 
のびし… 窃盗のこと
づかれた 気づかれ こと
 
ねすぱ…… 金満家
でも………… （犯罪の）資本
 
小姑……… 番犬
買い物… 盗むこと
 
あきす… 玄関ドロボウ
うぐいす… 時計
 
さわ師…… さぎ師
づらかる…… 逃亡すること
 
なま………… 現金
 
砂利…… 子ども
 
もぢ…… 被害者相棒…… 的
まと
　
対象
探偵者はどんなに変装が上手であっても、犯罪隠語がわからないと何にもならぬという
（
30）
。
つぎに説くのは、民間の探偵
―
いわば日常生活にひそんでいるストーカーのことである。いまでこそだれでもこの語（英・
stalker ）のことを
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知っている。
stalk の語源は、古英語の
 s ステアルカンtealcan （ “注意深く歩く”の意）という。それがいまでは、 （標的や獲物などに）忍び寄る、そっと跡を
つけるの意で用いられている。むかしは“ストーカー”といったことばを耳にすることは、ほとんどなかった。が、平成十二年（二〇〇〇）五月二十四日
―
「ストーカー行為等規制法」 （法律第八一号）が公布され、約半年後に施行されてから急に広まりだした。
“探偵”という語は、漢語にある。辞書によると、探偵の“探”の本字は“
たん
”であり、かまどの奥の火だねを手でさぐる意である。のちに探
偵ということばができたが、この語は人の秘密や犯罪をひそかに探る人間を意味する。
探偵を職業とするのに免許はいらないから、だれでもなれるのである。が、プロの探偵としろうと探偵とでは、質がおのずと異なる。過去にお
いて悪事の数々をおこない、いまも素行がおさまらなくても、だれでも探偵はつ まるとされる。プロのれっきとした探偵に るには、費用はかかるが「探偵学校」に入学し、基礎的な学科や実技の訓練を三ヵ月ほどうけねばならな 。それはけっして生やさしい研修ではないが、課程をおえると“調査士
（
31）
”といった免許がえられる。
探偵学校で教わる科目は、短期コースのばあい、左記のようなものである
（
32）
。
［調査学科］一般教養
 
調査用語
 
各証書（住民票、戸籍、不動産登記など）のよみ方
 
基礎的な視察・張り込み術
無線通信や携帯電話の使い方
 
写真撮影法
 
情報収集法
 
変装術
 
その他
［実務科］記録方法
 
文書作成
 
話術
 
暗号法
 
不動産調査
 
資産調査
 
人物調査法
［実技科］内偵調査術
 
無線通信術
 
尾行・張り込み術
 
特殊装備機材操作術
 
その他
探偵学校に入る費用（入学金、受講料）だが、どんなに安くても五、六〇万円はかかるようだ。現在、わが国において探偵社は二五〇〇以上あ
るらしいが、じっさいの数は明らかでない。探偵社は国内外の同業者と相互に連絡をとりあっている綱状組織
0
なのである。
この商売は、アメリカのばあいと異なり、資格も開業の届け出も必要ないのである。探偵社 中に 商売屋（たとえば床屋や酒場）を隠れみ
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のに探偵業を営んだり、まったくの素人が自宅で探偵の下請けしごとをやっている者もいる。セミプロの探偵は数日の講習をうけただけで、やゝきびしい所でも、一、二週間の訓練をうけただけで、現場に出て探偵 っこをやる。
いまの時代、とくに便利屋の素人探偵になることはむずかしいことではない。時給七、八百円から千二、三百円で探偵をやっている。高校生な
ら七百円くらいが相場である。ちゃんとした探偵社は、日本調査業協会に加盟しているが、そうでないやらずぶったくりの怪しい探偵社も世間に多いようだ。
探偵のしごととは何か。そのしごとは、じつに多彩である。たとえば、つぎのようなものが、それである。
尾行
 
張り込み
 
盗聴（電話に“雑音”が聞えたら、盗聴されている）
聞き込み
 
資料入手
 
潜入（マンションなどに住み込む）
捜索
 
追跡
 
写真撮影
変装
 
演技
圧倒的に多いのは、 “浮気調査”であり、ふつう一週間か十日ほどで調査結果を依頼人にわたす。つぎに探偵のしごとをじっさいおこなう者の年齢であるが、そ 幅はひじょうに広い。小学生にはじまり 中学・高校生・大学生、一般社会人
に及ぶため、七、八歳から八十歳台の男女までである。
探偵とはいかなる風体の者か。探偵は世間のふつうの人間と変わらぬ姿をしているから、 ろうとには簡単に相手を見破ることはむずかしい。が、怪しいとにらんだ相手に鎌
かま
をかけ、その反応をみれば、だいたいのところがわかる。さそいにのらず、誠しやかにウソをつく者は、ベテランの とおもえばよい。じょうずにうそがつけたら一人前の探偵である。
しかし、中には質問者の術策に陥いり、さそ に乗ってくるときがあり、本音を話す きもある。しかし、生活がかかっているからいったいに
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口はかたい。いわゆる“問診”を数多くやれば、だんだん当方の洞察力がやしな れ、眼力をそなえた人間になれる。さいごに物をいうのは経験と勘
―
視覚と直観
―
であり、こ
れこそ第六感の妙技である。
探偵の見破り方。探偵とおぼしき人間をどのように見破るか。一言でいえば、
不自然さ0
が相手を見破る決め手である。
―
なぜこんな時間
に、このような場所にいるのか。相手の場違い 行動が、相手を見抜くこつである。たとえば、九時にひらく医院の前に七時半ごろから若い男が立ち、新聞を読んで たとしたら、その行動は不自然である。朝四時五十五分 、ふだん二、三名しかいない田舎の駅のホームに、七 八十名の乗客が電車
を待っていたとしたら、やはりおかしい。
仄そくぶん
聞したところでは、うそのような話がじっさい起こっているのである。
知人が箱根湯元で入湯したのち、午後四時ごろ駅に着いたら、駅周辺はたちまちバスや電車にのってやって来た数百名の人相のよくない、ヤク
ザ風の男たちで満ちあふれた。知人をおどかし、威圧を加えるために雇ったようである。しかし、度胸のすわった知人はそんな光景をみても、微動だにしなかった。
また歩行中の知人のそばに何度か大型の白い車
0
がちかずき、ヤクザぽい男が窓から“小さな箱”を差し出しうけ取るようにいったが、その中に
銃弾でも入っていたものであろう……。
平成二十年（二〇〇八）盛夏
―
国立国会図書館の特別閲覧室で古書をよんでいたら、つぎつぎと人が入って来た。その数は七、八名。いつも
数名位のものだが、たまたまそ 日は多か た 知人は入室者の半分以上は怪しいとにらんだ。机にむかわず、体を斜めにしてすわり、前後左右
探偵とおもわれる者の電車内でのスケッチ
166（15）
犯罪社会学
にたえず気をつけながら、本をよみ、必要な個所をノートに写していた。真うしろの若い男は、机のうえの携帯電話が気になるようだった。そのうち ピカッと何やら発光したので、うしろをふりむいたら、その男の机の下にカメラが置 てあった。早速、司書や職員をよび大騒ぎとなった。その男は、カメラを手か 落したとき、自然発光したととぼけた。
いずれにせよ、探偵に姿をやつしているのは、つぎのような者たちである。
犬をひっぱている者
 
自転車やオートバイにのっている者
 
自転車に子どもを一人、ときに二人のせている女
自転車乗り（サイクリスト）
 
買物かご、紙袋、花束などをもった男女
 
学生風の者
 
職人風の者
 
ヤクザ風の者
アベック
 
サラリーマン風の者（とくに黒いスーツを着、二人、三人とかたまっているとき）
 
業者風の者
 
荷物運ぱん人
配達人
 
ＯＬ風の女
 
停年退職組
 
駅前で自転車を整理している老人
 
旅行者風の者
 
ランナー
 
散歩人
ハイカー風の者
 
カートを引っぱっている者
 
うば車を引いている女
 
携帯電話をいくつも持っている者
要するに探偵は、一般人と何らかわるところがないということである。まずおかしいなと思ったら、自宅周辺にこれまでとはちがった点がないか調べてみることである。人や車や自転車の通行量はどうか。犬をひっ
ぱている者は、これまでと同じ顔ぶれかどうか。何よりも家を出 ときにどんな人間と出会うか。マンションのばあい だいたい住民の顔を知っているから、
闖ちん
入にゅう
者しゃ
かどうかあるていどわかる。が、探偵が住民としてマンションに
潜入0
しているかもしれないから、じゅうぶん用心せねばな
らない。マンションにおける空巣の多くは、住民になりすました探偵
0
のしわざであるようだ。そればかりか、定年組
―
年金生活者が、探偵社の
密偵と っているばあいがある。この不況下 かれらにとって探偵はいいかせぎ仕事でもある。
マンションに出入りするさいに、よくおなじ人間とたびたび
0
出会ったら、一応怪しむべきである。密偵は、散歩人をよそおったり、買物に出か
けるふりをしたり、自転車で外出するふりをする。密偵は親子や夫婦をよそおったりしており、なかなかじょさいない。変な時間帯に単独で犬をひっぱっている男女は 怪しいと疑うべきである。犬をひっぱった人間が何人かあつまって井戸ばたかいぎをよくやって る 散らし配 者、自転車にの うろちょろし 者。自転車といえば、カゴの中に「防犯パトロール」 張り紙を入れ、前後に子どもを せている者の大半は、
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“犬”と考えてよい。
またオートバイがそばを素通りしないか。自宅周辺によく不審車
0
がとまっていないか。運転席に夫婦者がすわっていたり、子どもをのせていた
り、ときに女二人がすわっていたら探偵とみてよい。こちらの視線が先方にむいたとき、かれらは書類をみるふりをしたり、何かものをさがしているようなふりをする。
駅の改札口のうちと外に、男やアベック、女同士が立っていたり、しゃがんでいないか。われわれの視線は、とかく立っている人間ばかりにむ
きやすいが、すわっていたり、しゃがんでいる者にも注意をむけるべきである。かれらはその姿勢でたくみに写真をとる。探偵は、電車内で標的の周辺に立ったり、すこし離れたところにいたりする。
プロの探偵はどういうわけか“黒いスーツ” 好きである。黒のスーツを着た二メートルほどもある大男
0
が、カバンをもっていれば、探偵社の
正社員の可能性が高い。中高年の者がふだん着で、早朝の駅のベンチにすわっていたり、プラットホームに立っていたりしていたら、時給のアルバイト探偵である。終点で電車がとまったとき、もたもたし席を立たなかったり、下車せずそ まま席にすわりつづけていたらその者は探偵である。
また室内灯を消したまま、車の運転席に男や女が二人すわり、こちらをじっと見つめていたら、かれらは怪しい人間である。駅周辺で灰ざらの
そばに立ち、タバコを吸っているうさんくさい者がいたら、それは探偵かもしれない。乳母車をひく女や夫婦者、楽器のケースを肩からしょっている若者、カバンのなかに器機をたくさん入れて る者がいたらあや い人間 あ 。せせこましく、さも急用がある のよう 、駆け る者
0
が身のまわり いたら、その者は探偵である。
尾行の方法。一人二人ぐらいの犬をまくのは造作ないが、何十人何百人となるとむずかしい。知人は十四年のあいだ監視されている。そ を依頼 たものは、
ある組織機関（学校法人）の経営者（女理事長） 探偵ご こに莫大 裏金 惜しみなく使ってい なぜか。社会や法律の制裁をうけるのがこわいからである。が、悪事はながつづきしないのがふつ であるし 近年都内と地方で かけた新聞をにぎわす事件
0
を何件も起こしている
ので、当局も重大な 心をもっている。“尾行”とは、ひとのあとをこっそりつけて行くことであるが、探偵は標的をさいごまで追尾しない。バスでも電車でもそうだが、二駅、三駅
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ほど素知らぬ顔をしてつけたら、新
あら
手て
と交替する。つまりリレー方式
0
で、標的をさいごまで追ってゆくのである。この方式だと、かりに標的から
怪しまれても、その目をくらますことができる。勘がよい人間なら、そのリズムあるうごきを敏感に察知できる。一人の探偵が一定の距離を分担し、つぎの探偵にあと 追尾を引き継がせるのは、みごとな連けいプレーといえる。このばあい、探偵はかならず標的の身辺に近づいてくるから、尾行されている者は異様な空気 はだで感じることができる。
いまは携帯機器が発達しているから、連絡を取りあうことは容易であり、しごともしやすい。標的がどこかの駅についたら、こんどは車・オー
トバイ・自転車隊がうごきだす。もちろん、ランナー・散歩人・犬づれ人間も動員され、行動を開始する。
張り込みの方法。“張り込み”とは、標的が現れると考えられるところで待機することである。 “忠犬八公”のばあいは、主人が帰宅する時刻に、駅の改札口のそ
とで待っていたというが、探偵のばあいも、プラットホーム、駅の構内、駅の改札口の内とそとで、単独で、ときにアベックや仲間をよそおって待ちかまえる。探偵社は依頼人にたいして調査人（標的）の行動について定期的に報告する義務がある 時間ごとの情報がほし のである。
もし標的が帰宅途中であれば、一探偵から別の探偵に携帯電話で連らくが入るから、開札口の外で待ちかまえる。また標的が食堂・レストラ
ン・料亭・酒場などへ赴きそうなときは、相手より早くそこへ出むいて じっと標的が現れるのをまつ。そのため探偵は、ときにだいぶ早い時間にソバやトンカツを口に入れねばならない。せっかく高いソバを注文しても 腹がへっていないから、汁だけを飲み、ソバのほうには、はしをつけない。トンカツのばあいは、空腹で い 、とても腹におさ りそう なく口から胃袋に入れ かなり苦し 。
高級レストランや料亭だと、サイフに金がないと店の中に入れないから、しぜん外でうろうろせねばならない。英語に
 h フッカーooker という語があるが、俗語で“わな” “売春婦” “人をひっかけるやつ”の意である。探偵社は、ときに依頼人の意をうけて標的を
色じかけでひっかけようとする。それには美人の を日ごとから雇っ て、必要に応じ 標的に差しむける。 “
美つつもたせ
人局
”は、夫と女房がし
くんだ、金銭めあてのゆすりのことだが、これも男をひっかけ破滅さ ることに変わりない。
親子風の女が二人
―
ときにみなりのよい美人が、そばの席についたときは要注意である。バス停や駅のホーム、電車内でとなりの席や身近に
美人が立ったとき、その女はフッカー（ひっかけ屋）である。
探偵は複数だと人の目をあざむいたり、相手の注意をそらすことが容易である。新宿の某デパートのレストラン階の高級スシ店でのことである。
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数メートルはなれたテーブルの席で、中年男が三人ビジネスの話をしていた。夕食をとるには、まだだいぶ早い時間帯である。三人のうち一人が、ほどなくどこかに電話をかけはじめると 国語で会話をはじめた。高級店で食事ちゅうに電話をかけるのは不自然であり、わたしの知人は、その挙動からこの三人 怪しいとにらんだ。
身なりはふつうであり、富裕層にはみえなかった。その後ほどなく、中年の夫婦ものらしい者が店に入ってくると知人のそばにすわったという。
この二人はほとんど話をせず、にぎりずしを一人前ずつ注文すると、ただ黙々とたべていた。
高級ホテルの食堂、ロビー、レストラン、バーにも探偵は出没する。数名から十数名のばあいもある。このとき探偵らは、口数がすくない。標
的がだれと会い、どんな話をするか興味があるからである。東北のある温泉場のホテルで ことである。知人には連れがあったが、入湯したのち着替えはじめたとき そばで目 閉じ、寝ている男がいた。またロビーでお茶をのんでいたら、見知らぬ中年男がそばのいすに腰をおろすと、目を閉じ、知人らの話をじっと聴いているようだった。このように標的のそば 寝たふりをしたり、本を読んで るふりをして、その会話の内容をさぐるのは探偵の常套手段である。
じぶんの身のまわりに、複数の男女また 子づれが近づいて来たら要注意である。かれらは十中八九探偵だからで る。探偵社はどんな人間を使うのか。探偵社は多角経営であり、いろいろ商売に手をだしている。たとえば運送屋、土建屋、花屋、菓子屋、宅配屋、修理屋、などがそうであり、駅
の改札口のそとの売店も密偵のばあいがある。
密偵として雇用するのは、圧倒的に日本人であるが、ときに外国人（白人、黒人、東洋人
―
中国人、インド人、フィリピン人）も使う。知人
が北陸のさみしい海岸道をあるいていたとき、中年のロシア女が近づいて来、 「……号の停泊地 どこか」と英語でたずねた。その英語はたどどしいものだった。知人は、この女はフッカーだとおもった。飯田橋の暁星学園 そばの坂道で、外国人がスケッチを描いてい ので 話しかけたら、相手 乗ってきた。アムステルダムで事業をやっているスペイン人だ いった。 「いや、あんたは探偵のようにみえる」 ったら、相手はぎくりと 、だま しまった。
京都のホテルの外に、うさんくさいワゴン車が三台
0
とまっていた。またロビーのソファには中年女がすわり、この女は知人を何気なくみると、
携帯電話をかけはじめた。これは張り込み女である。四条河原町の有名な料亭で夕食をとっ ら よい身 りとはいえぬ中年の女性が二人は
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いってきた。そのあとＧパン姿の白人の若い女性がはいってきた。これら三人は、どうみても料理店で夕飯をとる人間にはみえなかった。
さぐりや潜入方法。尾行や張 込みが相手（標的）にわかったばあい、探偵社のほうでしごとを中止するのがふつうだという。しかし、開き直って続行することも
ある。探偵社から依頼人に、つごうのわるいことを知らせず、とぼけたまましごとをつづけることもある。依頼人が資産家であり、標的の監視が長期のばあい、探偵社にとってそれは大もうけする千載一遇の好機である。
マークした人間がマンション暮らしのばあい、標的が住んでいる部屋がよくみえる場所
―
そのマンション周辺のアパートや本人が居住するマ
ンションに探偵を住まわせる。夫婦者であ ば、人の目をあざむきやす 。標的が住むマンションの真向い
0
に居住する独身者や夫婦者、ときに停
年組の中高年者を金でつって監視役とする。この いたいてい一晩中、電灯をつけて るから、何号室が見張り役をやっ いるかすぐわかる。
探偵社は、依頼人に定期的に報告書を提出せねばならぬから を確認するために“面どり” （本人確認）を密偵にやらせる。早朝も くは
深夜にマンションに出入りする
―
見知らぬ犬づれの男女、親子、夫婦、アベック、個人（散歩人、サラリーマン）などに出会ったら、一応疑っ
てかかるべきである。標的がマンションに出入りするようすを、見張りの密偵がみており、そのむねを携帯電話で連絡すると、部屋または廊下などで待機している密偵があわてて行動を開始する。探偵者は、単に標的の行動を監視するだけでなく、とくに依頼人の くべつな意をうけて、標的にいやがらせをす 。たとえば、がらが悪い探偵を標的に差しむけ、じろじろ見たと って因縁をつけさせたり、 「夜気をつけろ」といわせり、路上で道をゆずらなかっ り、自転車でもって標的の前後を猛スピードで通らせ り、標的が歩いて る歩道のうえをオートバイで直進させ、恐怖心をおこさせたりする。
また辻や路地に黒いサングラスをかけた運転手がのった不審車がとまっていることがある。探偵社はいろいろな特殊技能をもつ人間を雇いいれている。たとえば、錠前破りの名人や業者を買収して
0
手に入れた合カギ
0
を使って、標的のマ
ンションに空巣
0
に入らせ、いたずらやものを盗ませたりする。このばあいカギ屋、セキュリティ会社、マンションの販売会社も信用できないこと
が判明した。買収され個人情報を売った らであ 知人 あいは、研究室 三たび空巣に入られ
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重要書類のファイル書籍
などを盗まれ、自宅もたびたび空巣に入られた。その回数は、この五年のあいだに二十回ほどになる。そして
印鑑
 
小型カメラ二台
 
現金
 
ステッキ
 
画材
上着
 
アルバム
 
腕時計
 
古書（和書、洋書）
などが盗難にあった。
探偵の擬装方法。探偵といえども、何かのはずみで人から怪しまれることがある。そのようなとき、かれらはどのように人の目をごまかすのか。たとえば、尾行なり張り込みがバレたばあい、探偵はど かの人家の玄関先に立ち、その家の住民 なふりをしたり、車に乗っているとき
は、書類をみるふりをしたり、後部のトランクをあけ、捜しものをしているふりをする。またときに車ごと他人の家の駐車場に入れることもある。ときにしゃがんで靴のひもをむすび直したりする。
また探偵は、標的の住居周辺ばかりか職場にまで出入りする。ある私大の教員用の応接室でのことである。そこを利用する人間はふだんほとんどいない。知人はそこで休んだり、本を んだりしていた。ま
たそこで知りあいと会うことが多い。昼すぎ、その学校の若い教員（非常勤）は、いつもＮ証券会社の社員二名（一人は中年の男で五、六十代、もう一人は女性で三十代、二人 も黒服を着用）とともに入って来ると、三つある室内 仕切り部屋のひとつに入る。が、どういうわけか 三人はいつもドアを開け放している。
何気なくかれらのようすを見ていると、声を発すこと く、おじぎばかりをし、そのあとお互いうなずきあっている。会話はほとんどしていな
いようである。二、三メートルと離れていないから、何か話 していれば、話し声がきこえてくるはずである。この三人は、知人 ちの話しの内
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容に興味があるようにおもわれた。三人は十分ほど経つと、いつも退室した。かれらはいったい何のためにこの応接室にやってくるのか。
勘のよい知人は、若い教員は探偵社の密偵であり、証券会社の社員風の者は、探偵社のものとにらんだ。知人はその後、その応接室に出入りす
ることをやめたが、す とこの三人も出入りしなくなった。
近年、知人 身のうえに いろいろ不可解な事件がおこっている。依頼人は神経質であり、教員や職員を採用するとき調査機関をよく利用するらしい。この者はいま戦々恐々として夜もねむれそうもないようだ。
高笑いしているのは、大い 利益をえている探偵社だけである。この不況下、このように空前に て絶後の人員をうごかし、ばく大な金を使っている者の意図はなにか。それはいまも謎である。
こんにちストーカー行為といえば、男性から女性にたいするいやがらせ
―
つきまとい、待ち伏せ、監視行為、無言電話、粗野または乱暴な言
動―
などを意味するのがふつうである。が、ストーカーは犯罪なのである
（
33）
。しかし男性だけにかぎらず女性らによる、いわば男女の集団による
長期（たとえば十数年にわたる）の尾行、待ち伏せ 建物の監視行為などがこの世に存在するが、それは犯罪なのである。
ストーカー行為は、身体の安全、住居などの平穏が乱され、また行動の自由 どが著しく阻害されることを意味するが、その行為が故意による
ものであることが客観的に評価でき、かつ具体的な証拠があれば、ストーカー行為者は、刑事罰 対象となる である。そのばあい、依頼人・探偵社・ストーカー行為者（探偵）らは、本法違反罪、めいわく条例違反で逮捕・起訴さ 、刑事裁判をうけたのち、刑事罰をうけることになる。
要するに人を監視したり、その行動をこっそり調べたりすることは、私生活の侵害であり、犯罪なの る。
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